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問問月
1
日
か

実=

入

院

外

は

従

来

通

り

長
浜
町
で
は
愛
媛
県
下
に
先
が
け
て

今
年
四
月
一
日
か
ら
母
子
家
庭
の
医
療

費
に
つ
い
て
個
人
負
担
の
二
分
の
一
を

助
成
す
る
こ
と
で
母
子
家
庭
の
福
祉
増

進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
十
月
一
日
か

ら
県
で
も
入
院
に
限
り
二
分
の
一
を
助

成
す
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
母
子
家
庭
の
方
が
入
院
を
し
た
場

合
の
医
療
費
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

な
お
入
院
外
に
つ
い
て
は
従
来
通
り

町
の
二
分
の
一
の
助
成
が
縦
続
さ
れ
ま

す。

入院医療費の一部負担分はとりあえず個

人が支払い、後日町へ申請をすればよい
〔
給
付
対
象
者
〕
町
内
に
住
所
を
有

す
る
方
で
、
国
民
健
康
保
険
法
も
し
く

は
社
会
保
険
各
法
の
被
保
険
者
ま
た
は

被
扶
養
者
の
う
ち
、
次
の
各
号
該
当
者

で
所
得
税
の
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
方
で

す
。
(
た
だ
し
他
の
公
約
制
度
で
医
療

の
給
付
対
象
と
な
る
方
ま
た
は
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
険
医
帯
は
除
き
ま

す
)マ

母
子
福
祉
法
で
二
十
歳
未
満
の
児

童
と
生
計
を
営
む
配
偶
者
の
な
い
女

子
。
た
だ
し
二
十
歳
を
越
え
る
場
合
で

も
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す

る
学
校
に
就
学
し
て
い
る
方
お
よ

び
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障

害
を
有
す
る
方
で
、
次
に
山
掲
げ
る

方
を
監
護
し
、
そ
の
方
の
生
計

を
維
持
す
る
場
合
を
含
み
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
、
そ
の
障
害
の

程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級
の
方

②
児
童
相
談
所
ま
た
は
精
神
薄
弱

者
更
生
相
談
所
の
判
定
に
よ
り

知
能
指
数
三
五
以
下
の
方

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
(
三
級
か
ら
六

級
)
で
児
童
相
談
所
ま
た
は
精

神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
の
判
定

に
よ
り
知
能
指
数
五

O
以
下
の

精
神
薄
弱
者
と
さ
れ
た
方

マ
前
号
に
掲
げ
る
方
の
監
護
を
受

け
、
そ
の
方
と
生
計
を
同
じ
く
す

る
児
童

マ
祖
母
と
孫
ま
た
は
姉
と
弟
妹
か

ら
な
る
家
庭
で
、
町
長
が
母
子
家

庭
に
準
い
す
る
と
認
め
る
祖
母
と
孫

ま
た
は
姉
と
弟
妹

マ
父
母
の
な
い
児
童

〔
給
付
方
法
〕
一
部
負
担
金
な
ど
を

暫
定
的
に
医
療
機
関
へ
支
払
い
、

所
定
の
様
式
で
町
長
へ
申
請
す
る

乙
と
で
町
長
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

な
お
当
医
療
費
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
住
民
課
福
祉
係
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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税 種 予算額 収 入済叡

日I 民 税 44，250 28，840 

回定資産税 35，602 21，082 

ー軽自動車税 4，100 4，233 

たばこ消費干見 18，863 7，949 

'屯 H 24L 税 7，000 5，540 

木材引取税 300 o 
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一国民龍鹿保隣産営診嬢百年

予算額
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4 長浜町の財政事情の作成および公表に関する条例により

昭和49年度 9月末現在の財政の公表をします。

昭和 49年 10月 長浜町長菊地嘉彦

重量 ¥h払¥!L~ 4て3豆fi.) ^ (単位:千円)

1億円 111 開! " Il 開 n 協捌11

日閣
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入 九
月
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ま

予で
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つ

金た

額 金領

資自 )JIj

予算額 1114，11515，50018，5001444，0001 800 126，964134，0261153，8111168，8351171，18117，8001 750 117，984164，7381113，4001 1，332，404 
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水道事業会計 工業用 道事業会計

工業用水道事業費用 (単位千円、

平手 目 予算|収入額

給水収益 33，271 14ヲ298

受託工事収益 748 326 

その他の収益 11，435 4，211 
止口L 45，454 18，835 当

(単位千円) 工業用水道事業収益

科目

給 水 収 益

その他の収益

合計

科 目 予 算 支出

原 費 3，571 1，733 

配水給水費 110 31 

品ま {系 費 462 52 

減価償却費 2，041 

その他の費用 8，638 4，029 

よ口』 計 14，822 

水道事業収益

水道事業費用 (単位千円)

営業費用

科 目 予算 支出

i原水:f，'よひ、浄水TI 8，928 4，253 

配水および給水費 8，068 2，637 

党託工事費 225 

主主、 係 費 8，161 3，610 

その他の費用 2，630 。
減価償却費 6ヲ423 。
営業外費用

営業外費用 10，248 5ラ257
f口L 計 45ヲ098 15‘982 

口口口口口
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昭和49年11月号駆盗聴櫨密

苧だより -10月から 50日万円!こ!! 一一一ーーl

一郵便局の定期保険- I .退 』

いツり保きで害 しが料の保 いの百制ーし内ど病の需ム |長任 よ¥
ま タ の 障 れ ま特か特で保障こまサ万限白た容、傷ー要書簡(浜 11 揺
すリ青をま、約 も 徴 高 険 lとのす l円額かがの加害尽を勢易|一太こ太 1年
E誌の壮必す幅をそといで重定。ピ l乙をら、充入特か考の保|六回苦国 語 年
字保年要。広付のな保す点期 ス 引 三 定 き 実 者 約 ら 慮 推 険 | 区 武 労 班
長険層としい加 保 つ 障 が を 保 向上百期らに tこを定し移は， -豊ささ護
浜 とのすた保す険てを、お配 上げ万保 lこ努対発期てお、| 氏んん長

コ方るが険 るにい行安いは lと、円険乙めす行保、よ最';' ~~ ZlS 
警わに働つがこはまないた、 努加かののてるす険乙び近| 舎新安
倍れはまで約と、すう保掛死 め入ら最十会保る、と保の I 1.土?平田
厚てピ盛、東が傷。の険金亡 て者五高月ま障な疾し険社l管 仕手

l 貝 iζ 刃3

秘相乗人間誉村 で徳村 げた間去退たて令が氏 熊毛主
密談つ、題{言八こす五本以ま。、る任こ。どさ、を前 堅手 lh.

はくて困な用分れ。郎伊上す紙人四発れ 活れ九法任長新宮 T¥.，
厳だくつど侵、ら 氏太 l乙。上権十令 lこ 躍、月務者浜任上t 司

守 されて人害強の ( 郎 ょ を問四が平 い新十大太一 11

しいまい権、制 各 白氏り 借題年あ行 たし五臣回六熊
ま。するに借圧委 滝(現 りにこりし だい日 I乙氏区野
すなの人間地迫員 一出入 て尽月ま向 く人付申の)熊
。おでのし{昔、は 二海権 厚 く 以 し 目 乙権で請後 雄
相、相似家差不 O八擁 くさ来た付 と擁正し任 氏
談逮談ん問別当 区七護 お れ 、 0 で に護式てと ( 
は慮 !C_問題待な ) 区 委 礼て 太太 な委にいし
無な心士、遇圧 の)員 申き約回回 り員委まて 機
料くよい家、迫 三児は しま六氏氏 まと嘱し熊 商
でごくる庭 名、 氏玉、 上し年はの しし発た野 。

思宇品ながは広報溢鍾盤盛鐙塾塾盤盛鐘盤塑聖畠

(
長
浜
竹
山
区
)

g翻 ol，idCl鵠組

タバコの投げ捨てや、タバコの不

始末によって、道路が、街が、行楽

スモーキンクリーン ilrを I~?<，を美しく

教
育
委
員
に

上
田
明
子
さ
再
任

十
月
六
日
任
期
満
了
に
と
も
な
う
上

旧
明
子
さ
ん
は
、
同
三
日
の
町
議
会
臨

時
会
で
教
育
委
員
に
再
選
さ
れ
ま
し

た。

寄

付

。
長
浜
一

O
九
区
の
菊
地
三
佐
子
さ
ん

(
さ
)
同
一
一
一
区
の
藤
測
ミ
チ
子
さ

ん

(
z
s
e
i
-
-
-
見
舞
返
し
、
香
典
返

し
と
し
て
そ
れ
金
一
封
を
豊
茂
公
民

へ
館
。

。
煎
積
の
菊
地
勲
さ
ん
(
五
五
)
・

:
・
金
一
封
を
大
和
公
民
館
へ
。

O
高
松
市
の
中
央
電
機
工
業
株
式
会
社

:
・
根
本
敏
雄
社
長
・
:BEe-:
「
長
浜
町

有
線
放
送
電
話
帳
作
成
費
ピ
:
:
:
」 地が、そして自然が汚され、火災の

美しいf誌を、日本を私たちみんな

遅延日本専売公社楽

の手で守っていきましょう。

原因にもなっております。

と
現
金
二
十
万
円
を
町
へ
。

。
長
浜
町
今
坊
の
後
藤
熊
市
さ
ん
(
六
回
)

・
「
落
成
記
念
で
学
校
備
品
充

実
の
た
め
に
:
・
:
・
」
と
鼓
笛
用
楽

器
一
式
、
置
時
計
。
掛
大
時
計
各
一

個
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
六
個
、
カ
ラ
l

T

V
一
台
、
テ
ン
ト
五
枚
、
汁
リ
ヤ
カ

ー
一
台
を
喜
多
灘
小
学
校
へ
。

按
結婚

9月長浜町役場

届出分〔敬称略〉

勺勺

八長出出 f主
づヤ

喜浜海海所

婚
姻
居
時
年
齢

氏
名

村神中後
井田井藤
枝字泰高
美佐子幸
子見

六七六四

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
〉

住仁

久

仁

久
長

浜

長

浜

長

浜

沖

浦

下
須
戒

下
須
戒 所

保
護
者
氏
名

続
柄

児
名

富

永

辰

男

白
石
順
一

谷

本

勝

美

永
井
正
二
郎

高

田

浩

二

木
之
本
安
正

梶

川

勝

志

楠

木

三

男

長
男

二
男

二
男

長
女

長
男

長
男

長
男

長
女

純貴泰潤智悟学誠
子史裕 美万

お
く
や
み

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住穏青
柴

積島

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かでミ働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう。

11自月 1日現在[前月との比較

口ldmi
世帯数 I 3側帯|

所

氏

今年の女性服の流行は長スカー

トだというので松山駅などではチ

ラホラ見かけるようになったが、

どうも坊さんの衣みたいでだらし

なく、乙の地方の方言のミひきた

れ女 u みたいでいただけない傘十

年程前、膝上何センチとかいうミ

ニスカートのはやったとま、はし

たない時代になったものだと嘆か

わしく思われたものだが、慣れて

みると今度の長ジョロよりは大分

小ざっぱりしてましなように思わ

れる&日本人lこはどうも峰端から

極端へ直ちに付和雷同して、やみ

くもに走りたがる鮮があるよう

だ。スカートにしても短かくもな

く長くもなく、ちょうどよいのが

一極番よい。思想でも板左でもな

く右でもなく中道が最も正しいに

極っている&人間の生活もぜい

たくでもなくけちでもなく、働く

のも遊ぶのもほどほどにするのが

長く平安に暮す槌訣であると思う

がどうかふ物事l乙徹底しなければ

気がすまぬという人聞がいる。こ

れは頭の優秀な人間lζ多い。徹底

するのは決して悪いことではなく

結構な乙とであるが、徹底するな

一番正しい中道に徹底してみては

どうかムそとのところの努力から

ら物価も高からず安からず、売る

方も買う方も作る方も使う方も、

共lこ共存共栄できる社会が招来

されるのではないか。国際情勢も

日本の政局も、そして長浜町の

行政も、すべてが中道一本の糸に

賞かれたらまことに人類万歳では

なかろうか。

古

中

清

夫

菊

地

茂

樹

西
宮
ト
モ
ヨ

名

死
亡
時
年
齢

(
七
=
一
)

(
八
二
)

(
七
三
〉

22人増

( I~沼)

帯増 | 2世

人経換


